
「空を舞う凧のように」

（１番）
凧はあがる ぐんぐんあがる
強い風 弱い風 精一杯 受け止めながら

太陽の輝く 澄み切った空
平和に見える 大きな空
でもその空は 本当は とても つらく せつない

地上の人には 分からない
冷たく厳しい 風が吹くんだ
突然変わり 突然なくなる
気を抜いたら あっという間に
自分を失い 空をさまよう

そんな世界で ぼくらは頑張る
大きな凧でも 小さな凧でも
ふらふらしても 生きることをめざすんだ

さあ 立ち向かおう
自分を信じて 風を信じて
さあ 立ち向かおう
自分を見つめて 未来を見つめて
高く 高く 強く 強く
空を舞う凧にように

（２番）
凧は気づく いつか気づく
ふんばって 傷ついて ふらふらに なりながら

疲れ切って ふと振り向いた
逃げ出したくて 戻りたくて
自分一人で 生きること なぜか今日は投げ出したくて

地上につながる 一本の糸
自分につながる 一筋の道
空を見つめ 凧を見守り
糸を引っ張り 糸をゆるめて
時には強く 時にはやさしく

そんな支えが ぼくにはあるんだ
一人じゃないんだ 寂しくないんだ
つらくないんだ 戻ることもできるんだ

さあ 立ち向かおう
自分を信じて 今を信じて
さあ 立ち向かおう
自分を見つめて 未来を見つめて
高く 高く 強く 強く
空を舞う凧のように

さあ 立ち向かおう
自分を信じて 風を信じて
さあ 立ち向かおう
自分を見つめて 未来を見つめて
高く 高く 強く 強く
空を舞う凧にように
空を舞う凧にように


